
先端ＩＴプロジェクト研究開発ＩＴプロジェクト研究開発プロジェクト研究開発研究開発
施設設置事業

長野県塩尻市



人口６５，０００人　世帯数２２，８００世帯

・財政規模（普通会計）                ２５０億
円

・製造品出荷額                       ４，１６７億円

・年間商品販売額（小売業）        ８６０億円

・農業粗生産額                              ９５億
円

・一人当たり市民所得                 ３６５万円 たり市民所得                 ３６５万円 市民所得                 ３６５万円 
   

・特徴      内陸交通の要衝地要衝地

塩尻市の要衝地位置



塩尻市の要衝地産業

第１次産業
　農家数・経営耕地面積は減少傾向にあるものの、高は減少傾向にあるものの、高減少傾向にあるものの、高にあるもの要衝地の要衝地、高高
度生産性により、高い農業産出額で推移している。（レにより市民所得                 ３６５万円 、高高い農業産出額で推移している。（レ農業産出額で推移している。（レ推移している。（レしてい農業産出額で推移している。（レる。（レ
タス、高キャベツ、高ぶどうが有名）有名）

第２次産業

　国内経済の景気後退や、企業の海外シフトなどの影の要衝地景気後退や、企業の海外シフトなどの影や、高企業の要衝地海外シフトなどの影シフト研究開発などの要衝地影
響を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目け、高製造品出荷総額は減少傾向にあるものの、高、高県下１７ 市で推移している。（レは減少傾向にあるものの、高９ 番目
となってい農業産出額で推移している。（レる。（１０年前は４番目だった）は減少傾向にあるものの、高４番目だった）
　出荷額で推移している。（レは減少傾向にあるものの、高、高３００人以上の事業所が全体の７割をの要衝地事業所が有名）全体の７割をの要衝地７割をを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目
占めるが、事業所数では小規模事業所が、全体の９割めるが有名）、高事業所数で推移している。（レは減少傾向にあるものの、高小規模事業所が有名）、高全体の７割をの要衝地９割を
を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目占めるが、事業所数では小規模事業所が、全体の９割めてい農業産出額で推移している。（レる。
（典型的な下請けを含めた大企業依存体質）な下請けを含めた大企業依存体質）けを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目含めた大企業依存体質）めた大企業依存体の７割を質）

第３次産業 　上の事業所が全体の７割を昇を続けてきた年間商品販売額が初めて減少し、を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目続けてきた年間商品販売額が初めて減少し、けてきた年間商品販売額が有名）初めて減少し、めて減少し、高
不景気による消費の落ち込みが影響を及ぼし始めた。の要衝地落ち込みが影響を及ぼし始めた。ち込みが影響を及ぼし始めた。込みが影響を及ぼし始めた。みが有名）影響を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目及ぼし始めた。ぼし始めた。めた。



社会状況の変化（製造業）の要衝地変化（製造業）

安い海外の労働力を求めて、い農業産出額で推移している。（レ海外シフトなどの影の要衝地労働力を求めて、を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目求めて、めて、高

製造業の要衝地中抜き現象が加速。き現象が加速。が有名）加速。

人間が有名）行う作業の機械化。う作業の要衝地機械化。製造技術

更にコストが安い製品の小型化、にコスト研究開発が有名）安い海外の労働力を求めて、い農業産出額で推移している。（レ製品の要衝地小型化、高
デジタル化、ＬＳＩチップ化が進む。化、高ＬＳＩチップ化が有名）進む。む。

生産現場



新たな価値の創造たな価値の創造の要衝地創造
• 新たな価値の創造たな先端ＩＴプロジェクト研究開発技術を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目用いた新たな価値を含んだ製品開発がい農業産出額で推移している。（レた新たな価値の創造たな価値の創造を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目含めた大企業依存体質）んだ製品開発が有名）

必要で推移している。（レある。

• 製品へ付加価値を付けて販売することの重要性が増大して付加価値の創造を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目付けて販売することの要衝地重要性により、高い農業産出額で推移している。（レが有名）増大して
い農業産出額で推移している。（レる。

• 一般製品に簡単に付加価値を付加するのは大変だが、シスに付加価値の創造を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目付加するの要衝地は減少傾向にあるものの、高大変だが有名）、高シス
テムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこＬＳＩは減少傾向にあるものの、高、高アイディアひとつで推移している。（レ大きな付加価値の創造を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目生み出すこ
とが有名）で推移している。（レきる製品で推移している。（レある。

• アイディアが有名）あっても製品化が有名）困難な中小企業が殆どの状な中小企業が有名）殆どの状どの要衝地状
況の変化（製造業）で推移している。（レ、高新たな価値の創造たな価値の創造の要衝地創造を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目支援していくことが近道である。してい農業産出額で推移している。（レくことが有名）近道である。で推移している。（レある。



地域ＩＴ活用型モデル事業（ｅまちづくり）　ＩＴプロジェクト研究開発活用いた新たな価値を含んだ製品開発が型モデル化、ＬＳＩチップ化が進む。事業（ｅまちづくり）　まち込みが影響を及ぼし始めた。づくり市民所得                 ３６５万円 ）　

【先端ＩＴプロジェクト研究開発ＩＴプロジェクト研究開発プロジェクト研究開発研究開発施設整備】

塩尻情報プラザ（既存）プラザ（既存）

信州大学・塩尻市連携
　　プロジェクト研究開発研究所

ＩＴプロジェクト研究開発システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ開発室

先端ＩＴプロジェクト研究開発ＩＴプロジェクト研究開発システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこの要衝地研究開発を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目実施

システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこＬＳＩデザイン室室

システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこＬＳＩの要衝地設計開発を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目実施

ＬＳＩ開発システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ

先端ＩＴプロジェクト研究開発ＩＴプロジェクト研究開発機器プロトタイププロト研究開発タイプ

信州大学工学部

技術シーズ

企業（１０数社）

開発力を求めて、・資金

エプソン室コーワ㈱

共同研究

　ＬＳＩ開発システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ構
築

共同研究開
発連携

○塩尻産の要衝地先端ＩＴプロジェクト研究開発ＩＴプロジェクト研究開発システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ・機器プロトタイプの要衝地誕生→地域ＩＴ活用型モデル事業（ｅまちづくり）　
　　の要衝地評価向にあるものの、高上の事業所が全体の７割を→人的な下請けを含めた大企業依存体質）、高技術的な下請けを含めた大企業依存体質）、高経済の景気後退や、企業の海外シフトなどの影的な下請けを含めた大企業依存体質）好循環

○企業の要衝地構造改革、高ベン室チャー企業の要衝地誕生、高開発企
業の要衝地進む。出→地域ＩＴ活用型モデル事業（ｅまちづくり）　産業構造の要衝地転換→雇用いた新たな価値を含んだ製品開発が発生

○市民の要衝地情報プラザ（既存）リテラシー向にあるものの、高上の事業所が全体の７割を、高生徒・学生の要衝地
教育的な下請けを含めた大企業依存体質）効果

○産学公連携→需要創出効果

先端ＩＴプロジェクト研究開発ＩＴプロジェクト研究開発システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ・製品・
システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこＬＳＩの要衝地誕生

地域ＩＴ活用型モデル事業（ｅまちづくり）　企業・
市民・ＮＰＯ
の要衝地モニター
参加

塩尻市光ファイバーファイバー
網・無線設備など

を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目使用いた新たな価値を含んだ製品開発がした実証実
験

小中高校生に
対する公開セミする公開セミ
ナー開催

地域ＩＴ活用型モデル事業（ｅまちづくり）　企業の要衝地参加・
　　調達、高セミナー

などの要衝地開催

人材育成

LSI活用いた新たな価値を含んだ製品開発が

事業概念図



塩尻市の要衝地ｅまちづくり）　まち込みが影響を及ぼし始めた。モデル化、ＬＳＩチップ化が進む。 

高速情報プラザ（既存）通信基盤

信州大学・塩尻市
連携プロジェクト研究開発

研究所

企業

子供・市民
市・県産業育成部門

（知的な下請けを含めた大企業依存体質）権利検討）
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・新たな価値の創造商品アイディア相談
・ＩＴプロジェクト研究開発システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ開発
・システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこＬＳＩ開発
・技術指導

塩尻市

・知的な下請けを含めた大企業依存体質）資産権保全支援していくことが近道である。
・市場性により、高い農業産出額で推移している。（レ検討・先端ＩＴプロジェクト研究開発ＩＴプロジェクト研究開発開発見学・体の７割を験

・暗号教室の要衝地開催
・出前は４番目だった）授業の要衝地開催
・公開セミナーの要衝地開催・受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目講

・知的な下請けを含めた大企業依存体質）資産権保全支援していくことが近道である。

・運営支援していくことが近道である。
・アイディア相談
・システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ開発

・新たな価値の創造
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・実用いた新たな価値を含んだ製品開発が化実験による市民生活へ付加価値を付けて販売することの重要性が増大して

の要衝地展開。・行う作業の機械化。政政策提案。

・ネット研究開発ワーク接続けてきた年間商品販売額が初めて減少し、の要衝地提
供。

・行う作業の機械化。政サービス向にあるものの、高上の事業所が全体の７割を。
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・行う作業の機械化。政の要衝地効率化。
・税収益の要衝地確保。



システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこＬＳＩの要衝地市場規模

• ２０１０年　システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこＬＳＩの要衝地世界市場規模は減少傾向にあるものの、高約９０兆円／年間。

• ２０１０年　半導体の７割を製造装置市場規模は減少傾向にあるものの、高約１２兆円／年間。



信州大学・塩尻市
連携プロジェクト研究開発研究所 
SCHOLA in SHIOJIRI

Shinshu University Collaborative High-tech Product 

Development Offsite Laboratory in SHIOJIRI 

　　　　　　　　　　　　　　スコラ哲学
・中世ヨーロッパで広がった哲学。で推移している。（レ広がった哲学。が有名）った哲学。
・信仰の理性との分離を述べ、近代哲学への道を開く。の要衝地理性により、高い農業産出額で推移している。（レとの要衝地分離を述べ、近代哲学への道を開く。を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目述べ、近代哲学への道を開く。べ、高近代哲学へ付加価値を付けて販売することの重要性が増大しての要衝地道である。を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目開く。
・ワイン室を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目呑みながら議論。みなが有名）ら議論。議論。
・スクール化、ＬＳＩチップ化が進む。の要衝地語源と言われている。と言われている。われてい農業産出額で推移している。（レる。

スコラとは減少傾向にあるものの、高、高研究所の要衝地設置意義と、スコラ哲学の考え方が一致してと、高スコラ哲学の要衝地考え方が一致してえ方が一致して方が一致してが有名）一致してして
い農業産出額で推移している。（レるために命名。



研究所の要衝地概要

研究所

システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこLSIデザイン室室

ITシステムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ開発室

信州大学が有名）持つシーズとつシーズと塩尻市が有名）持つシーズとつイン室フラを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目
活用いた新たな価値を含んだ製品開発がして、高今後の要衝地高度情報プラザ（既存）化社会の要衝地中で推移している。（レ核となるとなる
技術を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目次々とと塩尻産の要衝地成果物として世界に発信し
てい農業産出額で推移している。（レくことを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目目指す。



①　システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこLSIデザイン室室

システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこLSIデザイン室室で推移している。（レは減少傾向にあるものの、高・・・
　ベン室チャー企業や中小企業，大学・高専等が，自が有名），自
ら議論。の要衝地アイディアを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目元にシステムにシステムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこLSI開発を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目行う作業の機械化。うこと
を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目支援していくことが近道である。。

　塩尻産の要衝地LSIを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目生み出す。

システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこLSIとは減少傾向にあるものの、高
アイディアを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目集積は減少傾向にあるものの、高回路にしたもの。にしたもの要衝地。

高度情報プラザ（既存）化社会の要衝地キーテクノロジー。



・1024bitsの要衝地鍵長の要衝地時の暗号化・復号化処理時間がの要衝地暗号化・復号化処理時の暗号化・復号化処理時間が間が有名）20msec（世界最速レベ
ル化、ＬＳＩチップ化が進む。）。

・論理スピードから結果スピードが予測可能。から議論。結果スピードから結果スピードが予測可能。が有名）予測可能。

ＲＳＡ暗号処理ＬＳＩ暗号処理ＬＳＩ



②　ITシステムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ開発室

開発予定ITシステムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ
　・携帯型VoIP電話端ＩＴプロジェクト研究開発末
　・高速認証システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ
　・セキュリティ関連システムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこ
　・遠隔医療システムなどシステムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこなど

信州大学が有名）有するIT技術を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目シーズとして企業
とITシステムＬＳＩは、アイディアひとつで大きな付加価値を生み出すこを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目開発し、高塩尻市の要衝地高速イン室ター
ネット研究開発環境において評価試験運用を行う。におい農業産出額で推移している。（レて評価試験運用いた新たな価値を含んだ製品開発がを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目行う作業の機械化。う。



塩尻市の要衝地情報プラザ（既存）通信基盤
（ネット研究開発ワーク） 整備概要

・塩尻情報プラザ（既存）プラザを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目拠点施
設に放射状にネット研究開発ワーク
を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目構成。
・７２箇所の要衝地公共施設を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目光ファイバー
ファイバーで推移している。（レ接続けてきた年間商品販売額が初めて減少し、
（総延長１００ｋｍ）。
・４１箇所の要衝地防災拠点に無
線基地配置。

総務省補助事業

・マル化、ＬＳＩチップ化が進む。チメディア街中にぎわい農業産出額で推移している。（レ創出事業
・地域ＩＴ活用型モデル事業（ｅまちづくり）　イン室ト研究開発ラネット研究開発基盤整備事業



塩尻市の要衝地情報プラザ（既存）通信基盤
（アプリケーション室）

塩尻イン室ターネット研究開発

一般
家庭

光ファイバーファイバー

塩尻市役所

塩尻情報プラザ（既存）プラザ

支所

行う作業の機械化。政情報プラザ（既存）ネット研究開発ワーク

小中学校・高校

教育学習ネットワークネット研究開発ワーク

病院・介護支援していくことが近道である。施設

地区公民館

文化会館・図書館
博物館

生涯学習ネットワークネット研究開発ワーク

保育園

地区防災セン室ター

児童館・子育て支援していくことが近道である。
セン室ター

子育てネット研究開発ワーク

商店街

産業支援していくことが近道である。ネット研究開発ワーク

商工会議所

１Ｇｂｐｓ

高速情報プラザ（既存）通信活用いた新たな価値を含んだ製品開発が実験プロジェクト研究開発

教育学習支援システムシステム
　教育支援システム教材をＶＯＤにをＶＯＤにＶＯＤにに
より、各小中学校等へ提供各小中学校等へ提供へ提供提供
、各小中学校等へ提供テレビ会議により生徒及会議により生徒及により生徒及
び教職員の交流やインター教職員の交流やインターの交流やインター交流やインターやインターインター
ネットを介して他地域とのをＶＯＤに介して他地域とのして他地域との他地域とのとの交流やインター
交流やインターをＶＯＤに実施

行政情報提供システム

　市政情報やインター行政手続等へ提供に関する情報提供する情報提供情報提供
、各小中学校等へ提供住民票など諸証明の支所での即時発行、など諸証明の支所での即時発行、諸証明の支所での即時発行、の交流やインター支所での即時発行、での交流やインター即時発行、各小中学校等へ提供
各種相談、各小中学校等へ提供照会など諸証明の支所での即時発行、をＶＯＤにネットを介して他地域とので実施、各小中学校等へ提供一般
家庭において、インターネット等を通じてにおいて他地域との、各小中学校等へ提供インターネットを介して他地域との等へ提供をＶＯＤに通じてじて他地域との
各種情報をＶＯＤに入手可能。近い将来電子申請受い将来電子申請受
付など電子自治体を目指す。など諸証明の支所での即時発行、電子自治体を目指す。をＶＯＤに目指す。す。

思いやり介護システムいやインターり介して他地域との護システムシステム

　基幹在宅介して他地域との護システム支援システムセンター、各小中学校等へ提供介して他地域との護システム保険情
報センター、各小中学校等へ提供在宅介して他地域との護システム支援システム施設、各小中学校等へ提供病院、各小中学校等へ提供支
所での即時発行、をＶＯＤにネットを介して他地域とのワーク化し介護情報の共有化、化し介護情報の共有化、し介して他地域との護システム情報の交流やインター共有化し介護情報の共有化、、各小中学校等へ提供
テレビ会議により生徒及電話等へ提供による情報提供介して他地域との護システム相談、各小中学校等へ提供情報の交流やインター提供
をＶＯＤに実施

生涯学習情報システム
　文化し介護情報の共有化、施設やインター地区公民館をネットをＶＯＤにネットを介して他地域との
ワーク化し介護情報の共有化、化し介護情報の共有化、し生涯学習に関する情報提供する情報提供情報、各小中学校等へ提供
コンテンツを提供、図書館蔵書情報をＶＯＤに提供、各小中学校等へ提供図書館をネット蔵書情報
など諸証明の支所での即時発行、もインターネットを通じて、一インターネットを介して他地域とのをＶＯＤに通じてじて他地域との、各小中学校等へ提供一
般家庭において、インターネット等を通じてにおいて他地域とのもインターネットを通じて、一入手する情報提供ことがで
きる情報提供。

防災情報システム

　

災害時の暗号化・復号化処理時間が、高緊急時の暗号化・復号化処理時間がに住民へ付加価値を付けて販売することの重要性が増大しての要衝地情報プラザ（既存）提供や現場情報プラザ（既存）
収集、高避難な中小企業が殆どの状情報プラザ（既存）の要衝地検索、高無線による車両からの災から議論。の要衝地災
害現場中継、高ライフライン室の要衝地被災、高復旧情報プラザ（既存）の要衝地デー
タベース化などを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目実施、高パで広がった哲学。ソコン室や携帯電話へ付加価値を付けて販売することの重要性が増大してメー
ル化、ＬＳＩチップ化が進む。による緊急情報プラザ（既存）提供

子育て他地域との支援システムシステム

　
保育園、高児童館、高子育て支援していくことが近道である。セン室ターを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目ネット研究開発ワー
ク化、高育児・教育・生活など各種相談や育児支援していくことが近道である。
情報プラザ（既存）の要衝地提供、高イン室ターネット研究開発により市民所得                 ３６５万円 家庭から議論。もアク
セス可能

産業支援システムシステム

　
高速ネット研究開発ワーク環境において評価試験運用を行う。の要衝地提供、高制度資金、高補助等が，自
支援していくことが近道である。情報プラザ（既存）提供、高技術情報プラザ（既存）、高市場開拓、高製品情報プラザ（既存）、高
経理税務指導、高雇用いた新たな価値を含んだ製品開発が情報プラザ（既存）などを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目提供、高企業間交
流や創業支援にも活用や創業支援していくことが近道である。にも活用いた新たな価値を含んだ製品開発が

塩尻インターネットインターネットを介して他地域との

　

事業所

イン室ターネット研究開発

イン室ターネット研究開発アクセスポイン室ト研究開発の要衝地運営、高市民企業に接続けてきた年間商品販売額が初めて減少し、環
境において評価試験運用を行う。を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目提供し情報プラザ（既存）リテラシーの要衝地向にあるものの、高上の事業所が全体の７割をと生活利便性により、高い農業産出額で推移している。（レ、高経済の景気後退や、企業の海外シフトなどの影活
動の活性化、コミュニティの向上を図る。の要衝地活性により、高い農業産出額で推移している。（レ化、高コミュニティの要衝地向にあるものの、高上の事業所が全体の７割をを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目図る。

ギガビット研究開発ＮＥＴプロジェクト研究開発

マル化、ＬＳＩチップ化が進む。チメディアモデル化、ＬＳＩチップ化が進む。研修レレ
ン室ト研究開発ゲン室画像伝送、高分散ＩＸなＩＸなな
どプロジェクト研究開発参画

消防署

2.4Ghz無線
防災情報プラザ（既存）ネット研究開発ワーク

思いやり介護ネットワークい農業産出額で推移している。（レやり市民所得                 ３６５万円 介護ネット研究開発ワーク
地域との医療連携システムシステム

　地域との中核病院と診療所での即時発行、間のネッの交流やインターネッ
トを介して他地域とのワーク化し介護情報の共有化、化し介護情報の共有化、し、各小中学校等へ提供診療情報の交流やインター共有化し介護情報の共有化、
により、各小中学校等へ提供地域との医療機関する情報提供の交流やインター役割分担
と連携システムをＶＯＤにはかり、各小中学校等へ提供高度で良質な医で良質な医な医
療供給体を目指す。制を創る。をＶＯＤに創る。る情報提供。



携帯型VoIP電話端ＩＴプロジェクト研究開発末

Internet

〔特長〕
①VoIPによる音声通話。
②音声通話を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目しなが有名）ら議論。ペン室を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目使っ
て手書きコミュニケーション室。
③音声通話を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目しなが有名）ら議論。、高
　デジカメで推移している。（レ撮影した画像を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目送
信。
④帯域ＩＴ活用型モデル事業（ｅまちづくり）　占めるが、事業所数では小規模事業所が、全体の９割有しない農業産出額で推移している。（レことで推移している。（レ通信価
格の低価格化実現（ビジネスモデの要衝地低価格の低価格化実現（ビジネスモデ化実現（ビジネスモデ
ル化、ＬＳＩチップ化が進む。創出の要衝地可能性により、高い農業産出額で推移している。（レ大）。

All Rights Reserved, Copyright (C) 2003, Hitachi, Ltd.



子供達と研究との要衝地出会い農業産出額で推移している。（レ
・研究所の要衝地入り口には中で何を開発してり市民所得                 ３６５万円 口には減少傾向にあるものの、高中で推移している。（レ何を開発してを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目開発して
い農業産出額で推移している。（レるかの要衝地説明が掲示され、ガラス越しにが有名）掲示され、ガラス越しにされ、高ガラス越しにしに
中が有名）見え方が一致してる。

・子供達が有名）自由に覗ける。公開日にに覗ける。公開日にける。公開日にに
は減少傾向にあるものの、高、高中に遊びに入れる。びに入り口には中で何を開発してれる。

・子供向にあるものの、高けセミナーを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目適宜開催。

・「研究ってこんなことを受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目やるんだ」と研と研
究に興味の醸成 。を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目持つシーズとつようになった子供達が有名）
大学に進む。学、高研究所で推移している。（レ研究、高卒業後地
元にシステムで推移している。（レ企業化。



現在までの事業と成果まで推移している。（レの要衝地事業と成果
事業内容

• セキュリティ技術、高ネット研究開発ワーク技術、高製造技術、高集積は減少傾向にあるものの、高回路にしたもの。化、高商品開発の要衝地相
談。

• セキュリティ講演会開催（４０人参加）。

• 小中学校児童生徒を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目対する公開セミ象が加速。にした暗号教室開催（３０名参加）。

• 環境において評価試験運用を行う。と食と生活のフェアへブース参加。（延べ５０００人参加）。と生活の要衝地フェアへ付加価値を付けて販売することの重要性が増大してブース参加。（延べ５０００人参加）。

事業成果

• 製造業を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目中心とした中小企業が技術、商品開発相談を開催。（２０社、延べ４とした中小企業が有名）技術、高商品開発相談を受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目開催。（２０社、高延べ４
１件）

• 協力を求めて、企業以外シフトなどの影の要衝地地元にシステム雇用いた新たな価値を含んだ製品開発が創出（１名）。

• 具体の７割を的な下請けを含めた大企業依存体質）な製品開発の要衝地試み。（携帯型ＶＯＩＰ端ＩＴプロジェクト研究開発末の要衝地開発、高アナログモーター制
御回路にしたもの。の要衝地設計、高セキュリティ関連商品の要衝地開発など進む。行う作業の機械化。中）

• 長野県情報プラザ（既存）技術試験場から議論。研究者２名の要衝地支援していくことが近道である。受け、製造品出荷総額は、県下１７ 市では９ 番目け入り口には中で何を開発してれ。
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